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平家物語の主語と中国語の主語

文楚雄

Ｉはじめに

主語については日本語も中国語もややこしい問題の一つである。日本語では主語，

主題，主格のような用語があり，それぞれを指す範囲は説によっては違っている。た

とえば，「が」でしめされるものを主語とし，「は」で示されるものを主題とする説１$

もあれば，「は」でしめされるものも「が」でしめされるものも主語とする説2’もあ

る。さらに主語という用語を無くすべきという説J'すらある。また，格助詞や係助

詞，副助詞など助詞の使い方も複雑である。中国語の場合は日本語のような問題がな

いが，主語をしめす主格の助詞がなく，述語の語尾の変化もないので，何によって主

語を決めるのが問題となっている。主として二つの意見に分かれている。一つは文の

語順や構造を重視する説で，もう一つは又の意味を重視する説である。それぞれの主

語の判断基準が違っているので，同じ文でも主語として見なしたり，見なさなかった

りする。例えば：

迭秤事情推肯千。

(甲）主語主語述語

(乙）目的語主語述語』’

（このようなことは誰がやりたい｡）

他什公事情都倣。

（甲）主語主語述語

（乙）主語目的語述語

（かれはどんなことでもよくやる｡）

このように日本語も中国語も何が主語であるか議論するところである。本稿で言う

主語は日本語の場合は「は」でしめきれるものも「が」でしめされるものも主語と

し，中国語の場合は動詞の前にあり，かつ動作の発生者であるものを主語とする。
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本稿ではこのような主語の基準のもとで平家物語に於ける主語と中国語の主語につ

いて比較・考察することにする。具体的には中国語の主語の構造，平家物語の主語の

構造，平家物語の主語の省略及びそれの中国語訳の対応などの問題について各角度か

ら考察し，さらに中国語の語り物「平話」記の主語及び平家物語英訳の主語の問題の

についても触れてみたいと思う。これらの比較・考察を通じて平家物語の=iﾐ語と中国

語の主語の相違点などを見つけることを試みたい。

なお，本稿で使う平家物語のテキストは『平家物語』（上）福田晃氏他校注，三弥

井書店一九九三年のものとする。

Ⅱ主語の構造

１中国語の主語

動詞や形容詞などの述語の語尾の変化がなく，格をしめす格助詞などもない中国語

では，主語を考えるときには語順や文の意味にたよらなければならないことになる。

そこで主語の判断については語順によるべき意見と意味によるべき意見とが対立し

て，同じ文でも主語として見たり，目的語として見たりする。つまり，中国語の主語

は単なる文構造上のものなのか，それとも文法・意味上のものなのか，さらにロジッ

ク上のものなのかについてとらえ方が大きく違っている。これらのとらえ方は大きく

分けて下記のようなものがある。

（１）主語が動作の主体である。

このとらえ方をするときには動詞が述語になる文に於いては動作の発生者は即ち主

語である。その動作の発生者は述語としての動詞の前にあろう後にあろう，また目的

語の前にあろう目的語の後にあろう，動作の発生者であれば主語である。このとらえ

方をする時の特徴としては文の構造を重視せず，文が表わしている意味や動詞との関

わりを重視するということである。この説の代表的な学者は王カ氏，呂淑湘氏０１がい

る。このようなとらえ方をすれば，動詞が述語になる文においては，次のような七つ

のパタンに分けられる。

（ａ）主・述・目構造（Ｓ・Ｖ.Ｏ構造）

我己経j､道葵tt3()了。ア’

（ｂ）主・目・述構造（Ｓ・０．Ｖ構造）

墾葵劇窺己経知道了。

に）目・主・述構造（０．ｓ．Ｖ構造）
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葵凹蕊竺己経知道了。

(。）主．述構造（Ｓ・Ｖ構造）

昨晩客人走了。

(ｅ）述．主構造（Ｖ・Ｓ構造）

昨晩走了一帯客人。
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（１）述・目構造（Ｖ・Ｏ構造）

萱i聖ｉ11割SJ5喝？

（９）目．述構造（ｏ・ｖ構造）

ｊ;!;31ﾗﾖﾋﾞ重iﾕ喝？

このようなとらえ方をすり時には主語は動詞との関わりあいで決められ，主語の位

置にはあまりこだわらないのである。従って二ｉＩ語は述語の後に来る場合もあれば，主

語のない文もある。次に主語が述語の後に来る場合の用例をさらに幾つかを挙げてお

く。

死了一条魚。（Ｖ・Ｓ構造，一匹の魚が死んだ。

下大雨了。Ⅳ.Ｓ構造，大雨が降ってきた｡）
￣-

--根､k梶吃両十人。（０．Ｖ.Ｓ構造，二人で一本のアイスキャンディーを食べ
池’Ｌ'礼'卍"、ﾉﾐ’、'Ｌ’－－－－－－－－－－－－

る｡）

一張床睡両十人。（０．Ｖ．Ｓ構造，二人で一つのベッドで寝る｡）
、’令ソ、ソ、'､ゾーグーー

（２）述語の前にあるのは主語である。

このとらえ方をする時には述語が動詞で構成する文においては，動詞の前に来るも

のは目的語であれ，場所や時間を表わす連用修飾語であれ，述語の前に来るなら，主

語として扱う。逆に動詞の後に置くものについては動詞の主体であっても目的語とし

て見る。このとらえ方の特徴としては．主語はあくまで文の語順や構造によって決め

るものであって，動詞との関わりあいや文が表している意味で決めるものではないと

いうことである。代表的な学者としては胡裕樹氏凶)などがいる。このようなとらえ方

をする時には述語が動詞で構成する文においては，上述（１）の（ａ）～（９）の構

造パタンは次のような構造パタンになる。

（ａ）Ｓ・Ｖ・Ｏ構造一（ａ,）Ｓ・Ｖ.Ｏ構造

蓮己経in道葵謝f了。越己経２１型葵ft3U了。

（ｂ）Ｓ・０．Ｖ構造一一（１），）Ｓ・Ｓ.Ｖ構造

我返件事己経知道了。我迭件小□経知道了。
一Ｖ司り、‘､’､Ｊ、’
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（ｃ）０．ｓ.Ｖ構造一（ｃ，）Ｓ・Ｓ・Ｖ構造

葵H鶏糞旦趣q篁工。靴事蓮己経知道了。

(。）Ｓ・Ｖ構造一（。,）Ｓ・Ｓ・Ｖ構造

昨晩客人走了。昨晩客人走了。

（ｅ）Ｖ・Ｓ構造一（ｅ，）Ｓ・Ｖ.Ｏ構造

昨晩室工避ﾐ急Ｌｏ１ｉ二1塑圭工g己麓賓JS。

（ｆ）Ｖ・Ｏ構造一（ｆ,）Ｖ・Ｏ構造

萱i二Li』;3E玉巧？ 蚕iｴj;雲E5Hi昭？

（９）ｏ・ｖ構造一（９）ｓ・ｖ構造

葵杢ﾖﾋﾞ責i聖巧？迭林看辻昭？

（３）主語は述語の陳述の対象である。

このとらえ方をする時には主語は文の意味或いは文の構造のどちらかに偏るのでは

なく，構造と意味を綜合して判断すべきだと主張する。従って文の種類によっては時

には構造を重視し，時には文の意味を重視し，個々の文の実情に応じて主語を判断す

る。張静氏,'がそのとらえ方の代表の一人である。

（ａ）文の語順・構造による主語の判断

船，我伯准各好了。（ｓ・Ｖ構造）

朱大海，我杁枳他。（ｓ・Ｖ榊造）

上述の文の主語「船｣，「朱大海」は動詞との関わりあいから見れば目的語になるの

である。この二文は次のように言い換えることができる。

船，我伯准各好了。－我{１１准各好了船。
、Ｕ、〃

朱大海,我杁枳他。－塗iLZ2先太露。
（ｂ）文の意味や構造を綜合して主語を判断する。

院子中間i塗i二露蟇５６。（Ｖ・Ｏ構造）

昨晩圭工画｡C費J､。（Ｖ・Ｏ構造）

第二天早上工菱画了。（Ｖ・Ｏ構造）

このような文に関してはこの説では主語なし文とする。しかし構造を重視する説か

ら見れば，このような文の述語の前の「院子中間｣，「昨晩｣，「第二天早上」は主語と

して見るのである。また文の意味を重視説から見れば，述語の後の「両個客人｣，「暴

雨」は目的語として見るのではなく，主語として見るのである。
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２平家物語の主語

平家物語では主語を示すには主語の後に「が｣，「の｣，「は｣，「も｣，「こそ｣，「ばか

り｣，など沢山の助詞が使われている。また一方では，主語を示すこれらの助詞が省

略されて，主語の後には何の助詞も使われていない場合もかなりある。主語の後に何

の助詞も付いていないこの日本語の現象については岩波講座日本語'0'では「日本語は

本来主格を表わす助詞のない言語である」「文脈・語順によって主格・目的語が理解

される」「助詞がなくても大きな支障を生じることはない」と説明している。しかし，

もし助詞が付いていない平家物語の主語をそのまま中国語に置き換えたり，或いはそ

のまま中国語として見た場合には日本語と中国語の構造が大きく違ってくる場合があ

る。つまり平家物語では主語であるものは中国語として見た場合には主語ではなくな

るのである。この一節ではこのような平家物語の主語と中国語を比較して考察してみ

たいと思う。

（１）日本語も中国語も主・述構造であるもの

先ず次の用例を見てみよう。

姉の妓王をぱ入道相国最愛せられけり。（巻一妓王ｐ､34）

顕頼の民部卿逝去したりしをば，故院殊に御歎あシて，八幡の行幸延引し，御遊な

かりき。（巻三法印問答ｐＪ８７）

棒線部の「入道相国最愛｣，「民部卿逝去」はそのまま中国語に置き換える或いはそ

のまま中国語として見た場合はＨ本譜も中国語も主・述構造である。

日本語：入道相国(が)躍愛｡民部卿(が)逝去。
ｋｆｆｉ ｉＥＩ１ＡｌｊＩｉ ｉ２ｌ６

ｉ１Ｊ医|語：入道相国最愛。民部卿逝去
豈調ｉＬ；H ＩＩｈ正論

（２）日本語では主・補構造であるもの'よ中国語では連体修飾語と被修飾語の構造と

なる。

箪兵内裏に参じて四方の陣頭を警固す（巻一清水寺炎上ｐ､31）

神輿は一条を西へいらせ給ふに，御神宝天に輝いて日月地に落給ふかとおどるか

る。（巻一御神輿振ｐ､66）

捧線部の「軍兵内裏｣，「御神宝天」は日本語では主・補構造であるが，中国語とし

て見た場合は連体修飾語と被修飾語の構造となる。即ち日本語では

砿兵（が）内裏に御iqlI宝（が）天に
１１１１ 輪６１１ １川 下ii雨

という構造であるが，中国語では
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71K兵内裏(軍兵の内製）御神宝天(御ﾈＩｌｌの宝天）
￣て一下￣亡司戸

という構造になる。

（３）日本語では主・補構造であるものは中国語では主・述構造または井列構造とな

る。

小松殿烏帽子直衣に大文の指貫のそばをとシてさやめき入給へぱ，事の外にぞ見え

られける。（巻二教訓状ｐ」０５）

日月地に落給ふかとおどるかる・（巻一御神興振ｐ､66）

棒線部の「小松殿烏帽子直衣｣，「日月地」は日本語では

小松殿(が)烏帽子直衣に、日月(が)地に
史調油鋤ｌｊ９笛踊

という構造であるｶｾﾞ，中国語では

小松殿烏帽子直衣，日月地（日，月，地）
Ｌ鮒進調 ＩｉＩＰリＩｎｉｈ

とし､う構造lこなる。

（４）日本語では主・目構造であるものは中国語では連体修飾語と被修飾語の構造と

なる。

燕丹涙を流いて，「我故郷に老母あり。暇を給シて彼を見ん」とぞ歎きける｡（巻五

戒陽宮ｐ､287）

始皇官軍をつかはして，燕丹があたらん時，河中の橋をふまば藩るやうに認めて，

(巻五成陽宮ｐ､288）

棒線部の「燕丹涙｣，「始皇官軍」は日本語では

燕丹(が)涙を，始皇(が)官軍を
ｌｌｉｈＩｌ的誌 ｌ：UIlll防誰

という構造であるが，中国語で(よ

燕丹涙(燕丹の涙)、始皇官軍(始皇の官軍)という構造になる。

（５）日本語では主・目構造，主・補構造であるものは中国語では同位語櫛造或いは

井列構造となる。

古，漢王胡国を攻められけるに，始めは李少卿を大将軍にて三十万騎をむけらる。

(巻二蘇武ｐ､138）

妓王，入道殿に申けるは「遊び者の推参はつれのならひにてこそさぶらへ。……」

(巻一妓王ｐ､35）

棒線部の「漢王胡国｣，「妓王，入道殿」は日本語では

漢王(が)胡国を，妓三1ｉ(が)入道殿に
１３Nｌ１的Ｚｌｉ ｌｄＩＩ 袖紙
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という榊造であるが，中国語では

漢王胡'五１（漢王の胡国)，妓王、入道殿
ＩＩＩｉＩ'ＪｌｌＩｎｊＨＩｉｌゲリ欄道

という構造にjb:ろ。

（６）日本語も中国語も同位語構造となるもの。

其中に大将軍李少卿，胡国の為に檎にせらる。（巻二蘇武ｐＪ３８）

｢余に忠へば夢やらん，又，天魔波旬の我が`し､を証さむとていふやらん，……」（巻

三俊寛足摺ｐ､147）

棒線部の「大将軍李少卿｣，「天魔波句」は日本語も｢'１国語も同じものを指す同位語

構造となる。

（７）日本語では主語．連用修飾語構造であるものは中国語では主・述構造となる。

主上斜ならず御感あシて，頼檗阿闇梨をめして，「さて汝が所望はいかに」と仰せ

れぱ，（巻三頼豪ｐ､160）

燕丹大に恐れI栗き，荊刺と云兵をかたらシて大臣になす。（巻五成陽宮ｐ､288）

棒線部の「主上斜｣，「燕丹大」は日本語では

主上(が)斜ならず，燕丹(が)大に
ｉｉｉｊ２ｌｌＩｌＦ Ｉ／1１近111擁

という構造であるが，中'五1語では

ｊﾐ上斜(主上が傾ける）､燕丹大(燕丹が大きい）
ｌｉＭｉｊｆｌｌｉ －ｉ￣7「盃75

というiWL造になる。

（８）日本語では主語・連体修飾語構造であるものは中国語では主・述構造，主語・

連用修飾語構造，連体修飾語・被修飾語，井列構造となる。

人危特の思をなして是を見る。(巻一願立ｐ､63）

｢汝此后の御腹に皇子御誕生祈り申せ。……」（巻三頼豪ｐ､160）
￣

｢我始皇の為に父伯叔兄弟をほろぼされて，夜昼是をおもふに骨髄に徹シて忍がた

し。……」（巻五戒陽宮ｐ､289）

静懲法印，入道相国の享へliilふ。（巻三法印問答ｐＪ８６）

棒線部の「人危特｣，「汝此后｣，「我始皇｣，「静憲法印，入道相国」は日本語では

「人(が)危特の｣，「汝(が)此后の｣，「我(が)始皇の｣，「静憲法印(が)入道相図の」
ｌｊ６ｉｔ牌OWiF誌

1i語・連体修飾語という構造となっているが，中国語では

人危特（人が危特である｡》主・述構造
１:i１１ヤｊｆ，iIl

汝此后（汝がこれから）ｉｉ・連用修構造
｝M1血Ⅱ11￥
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我始皇（我の始皇）連体修飾語・被修飾語構造
－Ｆ司戸

静憲法印，入道相匡１（静懸i去印入道相国）井列構造
リドグリ１月近

という〈鯵あい(二なる

（９）日本語も中国語も主語・受け身述語の構造となる。平家物語では章段のタイト

ルとして，主語・受け身述語の構造をよく使っている。このような場合は中国語も

まったく同じ構造となる。例えば，

「西光被斬，新大納言被流，文覚被流」

中国語も同じ構造である。

３助詞の使い分けと中国語訳

平家物語では主語を示すには格助詞の「が｣，「の｣，係助詞の「は」「も」「こそ」

｢ぞ．」「なむ」「や」「力｣，副助詞の「だに」「さえ」「すら」「のみ」「ばかり」などが

使われている。これらの助詞で表わしている主語を中国語に訳す時に，それぞれの助

詞が表わしている意味の違いは中国語には適当な言葉があり，それに当てはめる場合

もあれば，それという言葉で当てはめることができない場合もある。次は幾つかの場

合について考察していきたいと思う。

（１）適当な言葉で当てはめることができる場合。

（ａ）係助詞「も」「こそ」で表わしている主語は中国語に訳す時には基本的にそ

れに当てはめる言葉があり，それぞれの意味を適当な訳語で表現できる。

「近年，朝廷婿ならずして，人の心も調ほらず，世間もいまだ落居せぬ様に成行〈

事を惣別に付て歎思召（せ）ども，……」（巻三法印問答ｐ・'86）

中国訳では

「近年朝廷不得安〒，人心也不澗和，天下也不安泰，法皇対如此変化之努志忌感到

悲収｡」

棒線で示しているように「も」で示される主語は中国語訳では大体「也」で表現で

きる。

入道は只大方を執り行ふぱかりでこそ候へ。内府こそ手を下し，身を砕いて，度々

の逆鱗をぱやすめまゐらせ候しか。（巻三法印問答ｐ・'86）

中国語訳では

吾只不辻是大体命令一下，唯有内大臣才楽自出征，粉身砕骨，多次平息,Hf乱，吐法

皇息怒汐喜。
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棒組で示しているように「そこ」で表わされる主語は１１ｺ国訳では「唯」「唯有」に

訳することができる。

（１））副助詞「だに」「さえ」「のみ」「ばかり」で表わしている主語は中国語にはそ

れに相当する言葉があり，基本的にそれぞれの意味を表現できると思う。

一天の君万乗のあるじだに魁し得結ばぬ都を，入道相国，人臣の身として遷されけ

ろぞあさましき。（巻五都遷ｐ､275）

’|ごｌ図譜訳では

通一天之君万乗之主的天皇郁雄以迂幼的京城，被身汐人臣的入道相国迂出去了，宍

在可長。

棒線で示しているように「だに」で表わされている主語は中国語訳では大体「連

……都」で訳することができる。

現|此後生懲おぽしめきれつる新院ざへ先立せ給ぬれば，とにかくにかこつかたなき

御涙のみぞすすみける。（巻六小督殿ｐ､344）

中国語訳では

迩現世与来世頼以依嘉的高合上皇･也先他而逝，法皇悲仇元言，唯有眼泪如泉iii。

棒線で示しているように「さえ」で表わしている主語は中国語訳では基本的に「連

……也」で表現することができる。

いまは平家の一類のみ繁昌して，かしらをさしだす者なし。（巻一二代后ｐ､25）

11汀図譜訳では

如今只有平氏家族得以繁栄，元人超辻他(li。

棒線で示しているように「のみ」で表わしている主語は中国語訳では大体「只有」

に訳すことができる。

今は幼き小き人々ばかり残１１ゐて，又事問ふ人もなくておはしける。（巻二少将乞

譜ｐ,97）

中国語訳では

典Ⅱ今留下来的全是年幼的咳子，也王人与自己説話。

棒線部で示しているように「ばか}処で表わしている主語は中国語訳では大体

｢全」「尽」などの言葉で表現できる。

（２）中国語では区別ができないもの

（ａ）「が」と「の」の使い分けと中国語訳

平家物語では従属文主語の助詞としては「の」を使ったり，「が」を使ったりする。

また独立文や主文の主語も「が」を使ったりする。また「が」と「の」の使い方には
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待遇差の問題もある。このように平家物語の主語は微妙に「が」と「の」の使いわけ

をしている。ところが，「が」と「の」で表わしている平家物語の主語が中国語に訳

される時にその使いわけが1111五|譜では区別できなくなる。つまり中国語では従属文の

Jjz語にしろ，連体修飾語の主語にしろ，主文や独立文の主語にしろ，言葉の上でそれ

らを区別することができないのである。また待遇差が発生した場合についても中国語

訳でははっきりとその待遇差を訳すことができない場合もある。先ず次の用例を見て

みよう。

又源中納言雅頼卿の許に召つかはれける背侍が見たりける夢こそおそるしけれ。

(巻五福原'怪物ｐ､282）

中国語訳では

源中納言雅頼卿門下的武士11『侍倣的歓，才令人111拍夷。

「君の西八条へ御出候し時，追補の官人まゐシて資財雑具を追補し，御内の人共搦

め取り，御謀反の次第を灘とひ，皆失ひはて候き゜……」（巻三有王ｐ・'71）

中国語訳では

大人去西八条后，追補的官人恨快就到了，没収了家財道具，捕走了手下的人与，拷

問他佃煤反的洋情，最后把他椚全部未了。

上述の二例棒線で示している主語「青侍が｣，「君の」はそれぞれ「が」と「の」を

使っているが，それを中国語に訳する時にはその使いわけを区別することができない

のである。「が」を使っても，「の」を使っても'二'''五|語訳としては一緒である。

もう=例をみてみよう。

入道相国，「小督がうせたりと云は跡かたもなき空事にて有けり」とて，（巻六小督

殿ｐ344）

中国語訳では

入道相国道：“侍悦小将失蹄丁，原来是正端的流言｡”

燕の指図弁に焚於期が首見参に入（るる）処に，指図の入シたる櫃の底に氷の様な

る剣のあるけるを，始皇帝御覧じて，やがて逃げんとし給ふ。（巻五戒陽宮ｐ､291）

中国語訳では

在遜看燕国地圏和奨於期的首扱吋，放地囲的匝子底部露出一把友着izk光的説釧，秦

始皇帝看到后，即刻就要走升。

棒線で示している「小,勝が｣，「指図の」の主語は｢|'国語訳としては「が」を使って

も，「の」を使っても区別ができないのである。

（１））「は」と「が」の使い分けとⅢ』国語訳
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平家物語の主語では「は」を使ったり，「が」を使ったりして，さまざまな使い分

けをしているが，この「は」と「が」で表わしている主語は'１１国語の訳としては区別

ができないのである。「は」で示したjﾐ語であろう，「が」で示した主語であろう，中

lK1語にiYiき換える時にはその使い分けは表現できないのである。

先ず次の用例を見てみよう。

神武天皇よ})景行天皇まで十二代は，大和国郡々に都をたてて，他国へはつひにう

つきれず。（巻五遷都ｐ､237）

中国語訳では

自神武天皇至景行天皇)し十二代，均在大和|塾1的各郡建都，未迂都到他国。

又防き泰らば年来医王lIl王に首をかたぶけたる身が，今|]より後，長く弓矢の道に

わかれ候なんず゜（巻一御興振ｐ,67）

中国語訳では

イ尚若将ﾈIlI輿拒之｢I]外，平|]在医JXlllZE前忌是備首祈祷的企徒，将杁今Ⅱ起与弓矢之

道告別。

上述の二例棒線で示している主語「１－二代は｣，「かたぶけたる身が」はそれぞれ

｢は」と「が」で表わしているが，それを中国語に訳する時には，「は」と「が」で表

わしているとi諾ははっきりと区別ができないのである。

もう一例を見てみよう。

此馬は相模国の住人大庭三郎景親が東八筒同一の馬として入道大相国へまゐらせた

I)けるが，（巻五福原物怪ｐ､282）

中国語訳では

此与乃足相模国之ｲ1：人大庭三郎環楽送給入道朴1国的，据悦雌束八国数第一的良弓。

棒線で示しているように，この文の!'】に「は」で表わしている主語も「が」で表わ

している主語もあるのである。それぞれが関わっているものが異なるが，主語そのも

のは「は」で表わしても，「が」で表わしても中'五|語訳では区別ができないのである。

また，主語を示す助詞があってもなくても中'五|譜訳としては変わらないのである。次

は助詞が省略された用例である。見てみよう。

兵衛佐殿一定とはおぼえねども，父の頭ときく'懐かしきに，先ず涙をぞ流ざれけ

る。（巻五院宣ｐ､304）

中国語訳では

兵工佐殿風然覚得文蛍的活不一定避真的，胆－１ﾘi到是父楽的甘扱，便倍感`杯念和悲

哀，泪水一iii而出。
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棒線で示している主語ｒ兵衛佐殿」には主格を表わす助詞が付いていないのである

が，中国語訳としては助詞があってもなくても，また「は」を付けても「が」を付け

ても，訳文の主語としては何の変わりもないのである。

（ｃ）助詞が重なる場合と中国語訳

平家物語では助詞が重なって主語を示す場合がよくある。助詞が重なって示した主

語を中国語に訳する時には，重なっている助詞が表わしている意味をそれぞれ適当な

訳語で対応することが難しく，普通は重なっている助詞のどちらかをしか訳すること

ができないのである。次の用例をみよう。

入道相国ばかI)こそ，いきどほりはれて喜ばれけれ，中宮・一院・上皇，斜ならず

御歎きあツて，（巻五南都炎上ｐ､324）

中国語訳では

只有入道相国一人消了怒気，化恨汐欣，而１１'宮、－院、＿上皇皆悲収不己。

遠く天竺に仏蹟を訪へば，昔仏の法を説給ひし竹林精舎・給孤独園も，此比は狐狼

野干の栖となシて，礎のみや残（る）らん。（巻二山門滅亡ｐ」29）

中国語訳では

迄訪天竺之佛通，昔日稗迦悦法之竹林精舎、祇園精舎如今変成了狐狼栖息之地，唯

有基石残存了。

棒線で示しているように主語「入道相国」の後には「ばかりこそ｣，「礎」の後には

｢のみや」が重なっている。ところが，この重なっている助詞が表わしている意味は

中国語では一一訳することができないのである。

Ⅲ主語の省略

日本語の主語がよく省略されていることはよく指摘されている。平家物語の主語も

よく省略されている。本章では主語が省略された平家物語の文を幾つかのパタンに分

け，それを中国語に訳する時に訳文では主語が必要かどうかについて考察すると同時

に，中国の語り物「平話」の主語の省略と比較し，さらに平家物語英訳の主語の問題

にも触れてみたいと思う。

１文と文の間の主語の省略

（１）同一人物の連続した動作或いは状態を描写する時に動作主の主語は最初の一文

に現れ，その後の文には省略される。平家物語の主語のこのようなパタンの省略を'1’

国語に訳する時には訳文では同じようなパタンを取ることができる。先ず次の用例を
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見てみよう。

清盛嫡男たるによシて其後を継ぐ。保元元年七月に宇治の左府代をみだり給しと

き，安芸守とて御方にて勲功有しかば，播磨守にうつシて，同き三年太宰大弍にな

る。次に平治元年十二月，信頼卿が謀反の時も御方にて賊徒をうちたひらげ，「勲功

一にあらず。`恩賞是おもかるくし」とて，次の年正三位に叙せられ，うちつづき宰

相，衛府将，検非違使別当，中納言，大納言に経あがシて，剰は丞相の位にいたる。

左右を経ずして，内大臣より太政大臣従一位にあがる。大将にはあらねども，兵仗を

給シて陪身をめしぐす。牛車葦車の宣旨を蒙ソて，乗りながら宮中を出入す。偏に執

政の臣のごとし。（巻一蝋ｐ､19）

棒線で示しているように主語「清盛」は最初の一文に現れただけで，その後の文に

はすべて省略されている。このようなパタンの省略は中国語訳では同じように処理す

ることができる。中国語訳を見てみよう。

平滑盛汐嫡男，継承了父｣k・保元)C年七月，在左大臣藤原軌投叛乱之吋，以安北国

太守之収效忠朝廷，因累立了故功，迂升汐播磨国太守，保元三年又升汐太宰大弐。平

治元年十二月信頼卿煤反吋，又汐朝廷打平了叛賊，受到了“故功非凡，庄子恩賞”之

袴，並千次年正月晋ﾁ|･汐正三位。接若又不断升汐宰相，工府将，栓非述使別当，中期

言，大納言，宜至丞相之位。又焼辻左右大臣，ノリ(内大臣宜升至叺一位的太政大臣。不

足大将，却容杵帯兵仗，帯ｲﾄＡＬ又蒙承了至旨准乗牛李挙手出入宮中，全然椀如摂政

大臣。

棒線で示しているように訳文も１２譜が最初の一文だけに現れている。

さて中国の語り物「平話」の場合はどうなっているだろう。その用例を見てみよ

う。

昭王即位千国破之后，内施其仁，外施其徳；君不沸尊，臣不施名；募老尊斑；教其

木，畜其能；吊死向孤，済寒賑盆；与百姓同甘共苦，軽揺薄賦；慎漱松，失府序，幼

衣桑；民富国掴，企安如堵。（七国春秋平話集巻｣をｐ495）

捧線で示しているように主語の「昭王」は最初の一文だけに現れて，その後の文に

はすべて省略されている。

次は英訳の場合を見てみよう。

ｌ１ＩＨｉｓｈｅｉｒ・Kiyomori，succeededhinI

KiyomoriwasGovernorofAkiun[ilhewastransferredtotheHovernorshipofHari．

lnapapronlotiongrantcdinrecｏｇｎｉｔｉｏｎｏｆｈｉｓｓｅｒｖｉｃｅｓａｔｔｈｃｔｉｍｅofthcdisturbance

instigatedbytheUjiMinisteroIthcLeft，〔lurinRtheSeventhMonthofthefirstvear‐
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ofHogcn．［ｎｔｈｅｔｈｉｒｄｙｅａｒｏｆＨｏＲｅｎ、hebccameDazaifuAssistantGovcrnor-General、

Ｔｈｅｎ，whcnLoadNobuyoriledarevoltinthｅＴｗｅｌｆｔｈｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅｆｉｒｓｔｙｅａｒｏf

Heiji、itwasKiyomoriwhosllbduedtherebels;andtbeauthorities・concludingthat

hisdistinguishcdservicesdeservedacomnlensuratcreward・ａｐｐｏｉｎｔｅｄｈｉｍｔｏＳｅｎｉｏｒ

ＴｈｉｒｄＲａｎｋｉ、ｔｈｅFirstMonthoIthcfollowingyear、Heprogressedthroughthe

officＣＳＯ「Consultant，CuardsCommander、PoliceSuperintendent，MiddleCounsclor，

andMajorCounselor1onealtera､other、ｕｎｔｉｌｈｃｒｃachedthCCminenceolMinisterof

State、HerosefromPaIaceMinistertoCbancellorofJuniorFirstRankwithouthaving

servedasMinistero「ｔｈｅＬｅｆｔｏｒＲｉＨｈＬＡ１ｔｈｏｕｇｈｈｅｗａｓｎｏｔaMajorCaptain，anim

perialedictauthorizedhimtoemployEscorts；andhereccivGdimperialpernlissioｎｔｏ

ｒｉｄｅｉｎａｎｄｏｕｔｏｆthepalaceinox-drawnandhand-drawncarriagcs、justlikea

Regent．

（rTheTaleoftheHeike』ｐ､27）

棒線で示しているように英訳の場合は主語「清盛」は十ケ所も出ている。

このように同一動作主が連続して動作を続ける場合に後ろの文の主語がよく省略さ

れる現象は平家も中国語訳も又中国の語り物「平話」も同じである。しかし英語の場

合はあまり省略しない。

このようなバダンの主語の省略は平家物語ではさらに段落が変わっても省略が続く

場合がある。このような場合には'１１国語訳としてはやはり適当に主語を入れた方がよ

いと思う。次の用例を見てみよう。

有王空しき姿にとりつき，天に仰ぎ地に傭し，心の行き程泣き飽きて，「やがて後

世の御伴仕くう候へども，此世には姫御前ばか})こそわたらせ給ひ候へ。後世とぶら

ひまゐらすべき人も候はず゜しばしながらへて，後世を弔まゐらせん」とて，ふしど

を改めず，庵をきりかけ，松の枯枝，蘆の枯葉を取掩ひ，藻塩の煙となし奉り，茶毘

事終へにければ，白骨を拾ひ，頚にかけ，又商人船の便りに九国の地へぞ付にける。

其後都へ上（り)，僧都の御女の忍ておはしける所へ参シて，ありし様初めより

細々と語（り）申。（巻三有王ｐ､174）

棒線で示している主語「有王」は段落が変わっても省略されている。次に中国語訳

を見てみよう。

有王抱住Ｐ体，仰天僻地地痛災起来。突鉤后悦道：“本庄陪悠一同ｲﾖ天，然現世只

有貴小姐活着，元人棒悠祈祷来世之菩提，故暫11活在人世向，汐悠祈祷冥福｡”悦竿，

将草庵折段，在上面篭上枯松枝，枯芦芋，象焚焼海盆一般，簡単地逃行「火葬。火葬
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完竿后，栓｣二遺骨掛在頚｣も，又乗上商船回到了九州地方。

回到京城后，有王来到了僧都女几隠居的地方，将J島上的一切ﾉﾘし失至尾畑悦了一遍。

棒線で示しているように中国語訳としては段落が変わったらやはり主語を入れた方

がよい。次に英訳を見てみよう。

ＡｒｉｏｃｌｕｎＲｔｏｔｈｅｃｏｒｐｓｅ，lookedul〕ｔｈｅｓｋｉｅｓ．「ＩｕｎｇｈｉｍｓｅＭｄｏｗｎｏｎｔｏｔｈｃｅａｒｔｈ，

andweptandlamented，ａｌｌｔｏｎｏａｖａｉＬＡｆｔｅｒｈｅｈａｄｃｒｉｅｄｈｉmseIfout・ｈｅｓａｉｄパＩｔ

ｗｏｕｌｄｂｃ「ittinlgformctojoinyouimmediate]ｙｉｎＬｈｅｎｅｘｌｗｏｒｌ〔1．Butevcnthough

llerYoungLadyshipstilllives・ｔｈｅｒｅｉｓｎｏｂｏｄｖｌｅｌｔｉｎｔｈｉｓｗｏｒＩｄｗｈｏｃａｎｏ｢ferproper

prayersloryourenlightcnment、Ｉａｎｌ月ｏｉｎＲｔｏｓｔａｙａｌｉｖｃａｗｈｉｌｅｔｏｉｎｔｅｒｃcdeＩｏｒｙｏｕ・

Withouttouchingthebed、ｂｅｔｏｒｅｄｏｗｎｔｈｅｈｕｔｏｎｔｏｐｏ「ｉｔ，addedacovcrinlgofdry

pinebranchcsandwitheredneeds・andtransformcdhismastcr'sbodyintosalt-firc

＆ｍｏｋｅ・Whcnthecrenlalionwasfinishcd，ｈｅｐｉｃｋｅｄｕｐｔｈｅｗｂｉｔｅｂｏｎｅｓ・ｐｌｌｔｔｈ(ｍｉｎａ

ｌ〕ａＲ・ｈｕｎｇｉｔａｒｏｕｎｄｈｉｓｎｃｃｋ，ａｎｄ】･eturnedtｏｔｈｃＮｉｎｅＰｒｏｖｉｎｃ(Ｊｓｏｎａｔｒａｄｉｎｇｓｈｉｐ・

ＴｈｅｎｈｅｗｅｎｔｔｏｔｈｅＢｉｓｈｏｐ,sdauRhterandgaveherafullacｃｏｕｎｔｏ「allthathad

happened．（p,114）

棒線で示しているように主語は七ケ所にも現れている。

（２）動作，状態の主語が言葉の使い方や前後の文脈などから容易に判明できる場合

にはその主語がよく省略される。’１１１玉1語訳も平家と同じように省略することができ

る。また'11国の語り物「平話」も|可じような省略現象がある。先ず用例を見てみよ

う。

古，漢三E胡国を攻められけるに，始めは李少卿を大将軍にて三十万騎むけられる。

漢の闇ひ弱くして，胡|釦の戦勝にけり。兵多く打亡ぼさる。其１１１に大将軍李少Illl，胡

王の為に檎にせらる。

次に〔〕蘇武を大将噸にて五十万騎をむけらる。猶漢の闘ひ弱くして，えびすの

兵勝にけり。（巻二蘇武ｐ,138）

二節目の〔〕の所の主語「漢｣ﾐ」は前後の文脈などから容易に判断できるから省

略されている。中国語訳も何じょうに省略することができる。

往昔，汎}ﾐ攻打胡'五１，始令李少卿汐大将隼，交兵三十万。可比，１１軍攻打光力，敗

北胡国，汎典故死者不汁其数，大将宰李少卿也被jlW]三生檎。

接着，〔〕又令芯武方大将隼，交兵五'一万。然汲宰的攻打又軟弱，胡国又得腔。

〔〕の'１１に入れる三iﾐ譜「漢]ﾐ」は平家の原文と同じようにIjii後の文脈などから容

易に判断できるから省略することができる。次に「平話」の例を凡て見よう。
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学究道：“当時待圃十死来，推知不死｡,,

〔〕移吋黒暗，却皿正北有明処，遂往明処行，的-1-余歩，ｌＵ白玉柱杖一条，用手

去掌，却是一向鐘，用肩推升洞１t１，如同白日相似。リu一石席，坐，気歌多吋，身困，

臥干石席上睡着。忽然箭身，脚登秋忽一決。（三国志平話巻上ｐ､753）

〔〕の中に入れる主語は前後の文脈などから「学究」であることが容易に分かる

から省略されている。

しかし平家物語の主語のこのような省略は中国語訳としてはすべて同じように省略

することができるとは限らない。場合によっては中国語訳はやはり主語を入れた方が

よい。次の用例を見てみよう。

其よりしてぞ，文をば雁書とも云ひ，雁札とも又名付けける。

「あなむざん，蘇武が誉の跡なりけ')，未だ胡国に有にこそ」とて，〔〕李広と

云将軍に仰て百万騎をむけらる。（巻二蘇武ｐ､139）

〔〕で示している所に主語「漢王」が省略されてる。しかし中国語訳としては省

略された主語「漢王」を入れた方がよい。中国語訳を見てみよう。

此那以后，干信便曰汐雁干，或日汐雁札。

双王Uf信后道：“暖，失在惨爽！此乃芯武之蕊放老述。他佃活在胡国｡”悦呈，令

李ｒ汐将軍，交兵一百万゜

棒線で示しているようにやはI〕主語「漢王」を入れた方が分かりやすいと思う。

さて，英訳を見てみよう。

Ｌｏｎｇago，ｗｈｅｎｔｈｅＨａｎｒｕｌｅｒａｔｔａｃｋｅｄｔｈｅＩａｎｄｏＩｔｈｅＸｉｏｇｌ１ｕｐｅｏｐｌｅ，ｈｅｂｅｇａｎｂｙ

sendingoutthreehundredthousandｍｏｕｎｔｅｄｍｅｎｕｎｄｅｒｔｈｅｃｏｍｍａｎｄｏｆＬｉＸiaoqinR．

ＢｕｔｔｈｅＨａｎｆｏｒｃｅｗａｓｗｅａｋａｎｄｔｈｅＸｉｏngnuwerestrong；tbeChinesewerc

annihiIated、Furthermore，thegencral，Xiaoqing、wascapturedbytheXiongnuruler・

TheChincsenextdispatchedfivehundredthousandmenunderthecommanｄｏｆＳｕ

Ｗｕ，ｂｕｔａｇａｉｎｔｈｅＨａｎｍｒｃｅｗａｓｗｅａｋ，thebarbarianswerestrong､andtheChinese

wereannihilated． （p､94）

ｌｔｉｓｂｅｃａｕｓｅｏｆｔｈａｔｉｎｃｉｄｅｎｔｔｈａｔｌettersaresometjmescalled“goosewritingsor
UO

oogoosenotes．.，

堕Howpitiful1,,theEnlperorsaid．“ＴｈｉｓｉｓＳｕＷｕ，sfamouscalligraphy;ｔｈｅｒｅｃａｎｂｅ

ｎｏｄｏｕｂｔｔｈａｔｈｅｉｓｓｔｉｌｌａｌｉｖｅｉｎｔｈｅbarbarianland．,，Heissuedacommandtoanothcr

generaLLiGuang,anddispatchedaforceofamillioncavalry．（p､94-95）
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棒線で示しているように，英訳も省略されていない。

（３）同一人物の動作の描写が続く時にその途中に動作主の違う別の文が入った場合

にはその動作主の違う別の文の主語は普通省略されない。中国語訳も同じようにその

主語を省略しない。また中国の「平話」も同じような現象がある。先ず用例を見てみ

よう。

其夜は康頼入道と二人，墓のめぐ})を行道し，明ぬれば新しう壇築き，くぎぬきせ

させ，前仮屋作り，七日七夜が間念仏申，経書て，結願には大なる卒都婆をたて，

｢過去聖霊，出離生死，讃大菩薩」と書て，年号月日の下には「孝子成経」と書かれ

たれば，しづ'１１がつの`し､無きも「子に過たる宝なし」とて，涙を流し袖をぬらさいは

なか})けI叱年去り年来れども，忘れ難きは撫育の昔の恩，夢の如く幻の如し。尽き

難きば恋慕の今の涙なり。三世-'一万の仏陀の聖衆も憐み給ひ，亡魂尊霊もいかにうれ

しとおぽしけん。「今暫念仏の功をも積くう候へども，都に侍（つ）人どもも心元無

う峡らん。又こそ参り候はめ」とて，亡者に暇申つつ，泣く泣くそこをたたれける。

(巻三少将都帰ｐ､163-164）

此の一節は丹波の少将についての描写であるが，棒線で示しているように途中に動

作主の違う別の文が入っている。それらの文の主語「じづ'１１がつの心無きも｣，「三世

十方の仏陀の聖衆も｣，「亡魂尊霊も」は省略されていない。中国語訳も同じで，省略

することができない。見てみよう。

其夜，少将与康報入道一超通宵込旦焼着攻墓涌軽念佛。天明后又新筑了祭転，圃起

丁柵虐，井在祭転前搭起TlIAi吋小屋。達蒙七天七夜念佛写疑。在涌淫拮束之日翌起了

一狭大木塔牌，上平“故去至晁，脱禺生死，征大菩提',。又在年月日之下ﾆﾄﾞ上“孝子

成経"・H1到此景，透不枳世故的薄情山人也道：“没有任何宝物能牲辻子刊､．ｗ悦嬰，

衣袖尤不被眼泪浸透。冬去夏来，星霜几度，水迄忘不了的是昔日柾育之恩，如妙如

幻。流不尽的是今日的思念之泪。此環此情，達三世十方的佛陀圭介也感到憐欄，亡父

尊晁也感到欣慰ｃ少将又道：“本皮在此再多多念佛釈謹，然京城里的人１１１等得瀞焦，

只好以后再来｡,,説牢，｜(Ｉ亡晃告丁別，突泣着禺升了墓地。

棒線で示しているように中国語訳としてはこれらの主語は省略することができな

い。次に１１｣国の「平話」の例を見てみよう。

強-(一人一騎便出，至杏林｢|三上。有把内軍卒遮当不住，宜至中宰帷下，立写横柁。

(三国志平話巻｣二ｐ､760）

棒線で示している主語「把li1jl[卒」は前後の文の主題と逆うものだから省略するこ

とができない。さて，英訳ではどうなるだろう。見てみよう。
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Naritsuncpacedarollndtll〔JgravewithYasuyoriallnightlong，cbanting

Buddha-invocations；ａｎｄｏｎｔｈｅ（oⅡowingdayhenladeanewmoundcncircledbya

stakcIence、Ｔｈｅｎｈｅｓｐｅｎｔｓい'cndavsandnightsinatemporarvshelteroppositethe

gravc，chantingBuddba-invocationsandcopyingsutras、Ｏｎｔｈｅｌａｓｔｄａｖ，ｈｅｐｕｔｕｐａ

ｌａｒｇｃｓｔｕｐａｗｉｔｈａｎｉｎｓｃｒｉption：､MavtheholyspiritoflhedepartcdleavetherealmoI

reincarnationandattainfu1lenlightenment.”Belowthedatehewrote，“Ｈｉｓｌｏｖｉｎｇ
①

Ｓｏｎ，Naritsune.,，ＥｖｅｎｈｕｍｂＩＧ，l1ntutoredwoodcuttersweptintotheirsleevesatthe

sight、thinking．“ThercisnogreatertreasurethanaChild.”ForNaTitsunehimselL

thevearsn1ightconleandtheyearsmightgo，ｂｕｔｎｅｖｅｒｗｏｕｌｄｈｅｆｏｒＲｅｔｔｈｃｌｏｖｉｎｇC

kindnesswithwhichhehadbeenreared、Ｉｔａｌｌｓｅｅｎｌｅｄａｄｒｅａｍ，aphantasnl・Nothing

remainedbuttheendlessflowofhisvearningtears．ＴｈｃＢｕｄｄｂａｓａｎｄｂｏｄｈｉｓａｔｔｖａｓｏｆ●

theThreeWorldsandtheTenDirectiｏｎｓｍｕｓｔｈａｖｅｐｉｔｉｅｄｈｉｍ・Ａｎｄｈｏｗｇｒｅａｔｍｕｓｔ

havebeenthehappinessofNarichika,sdepartcdspirit1

Ttwouldbeproper〔ｂｒｎｌｃｔｏａｍａｓｓｍｅｒｉｔｂｖｒｃｃｉｔｉｎｇＢｕddha-invocationsawhilC

longer､butthepeoplewaitinginthecapitalareprobablyanxious・Ｉｗｉｌｌｂｅｃｅｒｔａｉｎｔｏ

ｃｏｍｅａｇａｉｎ.,,Ｗｉｔｈｔｈｏｓｅｗｏｒｄｓｏｌｆａｒｅｗｅｌｌｔｏｔｈｅｄｅａｄ、Naritsunewentawayintears・

ThepartingmusthavebeenequallypainfultoNarichikaunderthegrass．（p､107-

108）

棒線で示しているように英訳でも省略されていない。

（４）描写する人物がある場面に於いて始めて出現するときにはその主語（人物）は

普通省略されない。中国語訳も同じである。中国の「平話」も同じ現象がある。先ず

次の用例を見てみよう

其比，－院第二の皇子以仁の王と申しは，御母加賀大納言季成卿の御娘なり。三条

高倉にましましければ，高倉の宮とぞ申しける。去じ氷万元年十二月十五日，御年十

五にて，忍つつ，近衛河原大宮の御所にてひそかに御元服ありけり。（巻四源氏揃

p､2]5）

棒線部の主語「－院第二の皇子以仁の王と申しは」はこの場面に於いては始めて出

現するなので，省略できない。中国語訳も同様である。見てみよう。

活悦后白河法皇的第二皇子以仁楽王，其母楽汐加翻大納言季成卿之女，因他住在三

条的高合，故被称汐高合宮。永万元年十二月十五日，他年万十五，梢．哨地在近工河原

大宮之御所挙行了元服礼。

棒線で示しているように主語が省略されていない。次に「平話」の用例を見てみよ
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つ⑪

活悦楚正大椋，不合汐佳，癸兵伐秦不下，折兵号将，恐故不住，fii先禍及本邦，略

恩仇慮。（秦井六国平話巻上ｐ､581）

棒線で示している主語「楚｣ﾐ」はこの場面に於いては始めて出現するなので，省略

することができない。

次に英語の訳を見てみよう。

RetircdEmPerorGo-Shirakawa，ｓｓｅｃｏｎｄｓｏｎ，PrinceMochihito，ｔｈｅｏｆｌ－ｓｐｒｉｎＲｏｌａ

daulghterofthcKagaMajorCollnselorSuenarLwasknownasPrinceTakakurabe・

causeheIivedatSanjoTakakura・Hiscoming-of-ageceremonyhadbeenanunostenta・

tiouscventheIdattheSeniorConsorrsKonocKawararesidencewhenheｗａｓｆｉｆｔｅｅｎ・

onthcSixteentboftheTwclIthMonthinthefirstvearolEi】､an．（p､135）

棒線で示しているように英訳も省略されていない。

もう一例見てみよう。

さる粗に，入道相国，漸思なほシて，法皇をぱ鳥羽の北殿を出しまゐらせて部へ御

幸なしたてまつられたりしかども，高倉宮の御謀叛によシて大に憤り，又福原へ御幸

なし奉り，四面に端板してローあけたる内に三間の板屋を造シて押し篭め奉る。（巻

五都遷ｐ､272）

棒線部の主語「入道相|進|」は省略されていない。’１１種|譜訳も同様で，省略すること

ができない。

其吋，人道相国志度有所援和，他t'二法皇圦鳥羽北殿迂到了京都。然而，由]三友生了

高合宮煤反之事，他又大汐脳怒，把法皇迂到了福原，造了三向小屋，四周り1｝板]?･囲

着，只fW下一十出口，把法皇失抑在里面。

棒線部の主語「入道相国」は省略されていない。次に英訳の場合を見てみよう。

Ａ(tcrKiyomorihadatlastrelentedenoughtobTingRetiredEmperorGo-shirakawa

｢romtheTobaMansiontothecapital・PrinceMochihito，ｓｒｃｖｏｌｔｈａｄｒｅｋｉｎｄｌｅｄｂｉｓ「ｕｒｙ

ａＨａｉｎｓｔｔｈｅＲ〕rmersovereilm・Ｉｌｃｋ〕ｒｃｅｄｈｉｍｔｏｇｏｔｏＦｕｋｕｈａｒａ，andtherehesbutbim

insideathree-bay､shingle-rooledstructuresurroundedbvawoodenfencewitbonly

onecntrance，ｗｈｉｃｈｗａｓＲｕａｒ〔lｃｄｂｖａｗａｒｒｉｏｒｃaⅡｅｄＨａｒａｄａｎｏＴａｉｆｕＴａｎｃｎａｏ．

(p・'65-166）

棒線で示しているように英訳も省略されていない。

（５）主語が省略されたら，動作i：が分らなくなったり，或いは幾つかの動作主が考

えられたりする場合にはその主語は省略しない。中国語訳も中国の「平話」も同じで
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ある。先ず次の用例を見てみよう。

西光法師，この由をきいて我身の上とや恩けん，鞭を打シて院の御所法住寺殿へ馳

まゐる。平家の兵共道にて行あひ，「西八条殿よりめさるるぞ。きシとまゐれ」とい

ひければ，「是は奏すべき事あシて院の御所へまゐる。やがてこそ帰まゐらめ」とい

ひければ，（巻二西光被斬ｐ､88）

棒線で示している主語「平家の兵共」がもし省略されたら，その後の述語「道にて

行あひ」は誰が行った動作か分からなくなる。中国語訳も原文と同じように省略でき

ない。

西光法ﾂﾞNilﾘﾃ到此事，党得大雄即将ﾂﾞAi夫，便快写加鞭向法皇居住的法住寺殿奔去。平

家的武士在路上与之相遇，対他悦道：“西八条大人有楕，清走一超。西光答道：“吾

有事要上奏，要去法皇之御所｡，,

棒線で示している訳文の主語は省略できない。次に'１．国の「平話」を見てみよう。

括悦j､仲子汐使命，齋匡11ﾂﾞ投翼州，入城、平原君。次早，平原君来朝起王日：“現

有幹国使命在外，未敢自檀，伏候救旨｡”（秦井六国平話巻上ｐ､591）

棒線で示している主語「平原君」は省略することができない。省略したら，後の述

語の主語は誰なのか分からなくなる。

さて次に英訳の場合を見てみよう。

ＳａｉｋｏｇｏｔｗｉｎｄｏｌｔｈｅａｆｆａｉｒａｎｄｇａｌlopedtowardtheRetiredEmperor,sHojojiMan

sionwithraisedwhip-IeeⅡ】１９，perbaps，ｔｈａｔｂｃｗａｓｉｎｇｒａｖｅｄａｎｇｅｒ、Ａｇｒｏｕｐｏｆ

Ｈｅｉｋｅｓａｍｕｒａｉｃａｍｅｒａｃｉｎｇｔｏｉｎｔｅｒｃｅｐｔｈｉｍｏｎｔｈｅｗａｙ．“Ｙｏｕａｒｅｓｕｍｎ)oｎｅｄｔｏ

MshihachijO・Ｃｏｍｅａｌｏｎｇｎｏｗ,.､ｔｈｅｖｓａｉｄ・

ＴａｍｏｎｍｖｗａｙｔｏｔｈｅＨｏｊＵｊｉＭａｎｓｉｏｎｗithanurgentreport【orIheRetired

Emperor・IwillgotoNishihachijoassoonaslamfree,”Saikosaid．（p､64）

棒線で示しているように英訳も省略されていない。

（６）対比などの意味を表す時には対比双方の主語は省略することはできない。先ず

次の用例を見てみよう。

いかなれば小松殿はかやうにいうなるためしもおはせしぞかし，此宗盛卿はざこそ

なからめ，あまシさへ人のをしむ馬こひとシて，天下の大事に及ぬるこそうたてけ

れ。（巻凹競ｐ､231）

棒線で示している主語「小松殿は｣，「此宗盛卿は」は対比の意味を表わしているの

で省略されていない。次に'１１国語訳を見てみよう。

不知何故，小松大臣如此豪爽又拳，而弟宗盛卿却蔵然不同。即使不如兄投，也不底
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弧取他人十分珍愛的良与，以致醜成天下之大禍，失在悲夷。

棒線で示しているように対比双方の主語が省略されていない。次に英訳の場合を見

てみよう。

ＨｏｗｃｏｕｌｄＭｕｎｅｍｏｒｉｈａｖｅｂｅｅｎｓｏdifferent（romhisadmirablebrother？Ｔｈａｔｈｅ

shouldhavefailedtoachievequiteｔｈｅｓａｍｅｈｉｇｈｓｔａｎｄａｒｄｗａｓｎｏｔsurprising，ｂｕｔｉｔ

ｗａｓｄｉｓｇｒａｃｅＩｕｌｏｆｈｉｍｔｏｐｌｕngethecountryintoturmoilbycovetingandappropriat、

inganotherman，sfavoritehorse．(1).144）

棒線で示しているように英訳も対比の双方が省略されていない。

２会話文の主語の省略

（１）平家物語では会話を引用する時にその会話は誰が言ったものなのか，前後の意

味や文脈などからはっきりと分る場合にはその発話者が省略される場合がある。この

ようなパタンの会話文を中国語に訳する時にはやはり発話者を入れた方がよい。先ず

次の用例を見てみよう。

敵は無案内なり，信連は案内者な})，あそこの面道におシかけてははたときり，こ

このつまりにお（っ）つめてはちやうどきる。「いかに宣旨の御使をばかうはするぞ」

と〔〕いひければ，〔〕「宣旨とはなんぞ」とて，太刀ゆがめぱをどりのき，おし

なほしふみなほし’たち所によきものと§も十四五人ぞ切ふせたる。（巻四信連ｐ,225）

〔〕で示しているmfに発話者の「平家の兵」と「偏連」が省略されている。しか

し前後の意味などから判断すれば，発話者が誰か容易に分かる。次に中国語訳を見て

みよう。

故人不熟悉地形，而信達熟悉。他把官兵追到迭辺焚廊下，略喉一刀新一十，追到那

辺角落里ﾛ当螂一声又欣一/i~・官兵道：“汐何対宣旨御使如此元理！”信達道：．`宣旨

算什公！”太刀欣弩了，他跿到一労)U手板亙，用脚踏平，回辻身来又一に1句所十四五

人。

棒線で示しているように'１１国語訳では発話者の「官兵」「信連」は省略されていな

い。次に中国の「平話」の用例を見てみよう。

抽指到燕主11介前，下写，被ｎ人痘住。－K日：．`念某特来H1公主，有商双的事｡，、把

内人１Ｊ：．`少待某扱知主公｡”把内人至斤前称：“有一人在衙前，欲与主公有奴的事。

燕主Ｕ：．,交情来．”（三'五l志平話巻上ｐ､758）

棒線で示しているように主語「飛｣，「把門人｣，「燕主」は省略されていない。次に

英訳の場合を見てみよう。
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Ｔｈｅ「ｕｕｎｌｏｏｎ１ｗｈｉｃｈｈａｄｌ)eenhiddenbehindclouds，ｃａｍｅｏｕｔｔｏＩｌｏｏｄｔｈ(Jscene

withlight･Theattackerswcreinunfamiliarsurroundings，ｂｕｔＮｏｂｕｔｓｕｒａｗａｓａｔ

ｈｏｍｅｉｎｔｈｃｍａｎsion・Hecllascdthcmalongpassagewaysandstruckringingblows；he

trappedthemincul-de-sacsanddrｏｖｅｈｉｓｓｗｏｒｄｔｂｕｄｄｉｎＲｉntotheirfIesh・Ｗｈｅｎｔｈｅｙ

ａｓｋｅｄｗｈｙｈｅｒｅｓｉｓｔｅｄｔｈｅｂearersofanofficialorder・ｈｅｓａｉｄ，”Ｗｈａｔｄｏｙｏｕｍｅａｎ・

of｢icialorder?”Ｗｈｅｎｈｉｓｓｗｏｒｄｂｅｎｔ・hejunlpedasidcandpushedandstampedit

backintoshape，Ｉｎｎｏｔｉｍｃ､hecutdownfourteenorfiIteend(〕ughtymen．（p・'41）

棒線で示しているように英訳も発話者の主語が省略されていない。

一方，平家物語では発話者が省略されずに，「……が（は）申しけるは」のように

主語のすぐあとに述語を置く形を取る場合も多い。このような使い方は中国語とまっ

たく一緒である。先ず次の用例をみてみよう。

頼政申しけるは「昔より朝家に武士を置かるる事は逆反のものをしりぞけ，違勅の

者をほろぼさんがためなり。……」と申しながら，（巻四鶴ｐ､262）

棒線で示している「頼政１１]しけるは」の使い方は中国語と一緒である。では，中国

語訳を見てみよう。

爾政道：“往昔朝廷投置武士乃是汐了退却叛逆者，株天述旨之徒。……

次に中国の「平話」を見てみよう。

際平日：.`吾有何罪？，､王陵怒日：。当日封呂氏三王，が言甚来？……」（前沢平

平活凝集巻下ｐ､731）

棒線で示しているような主・述構造の使い方は中国語ではもっとも普通である。

（２）平家物語では会話の文おいては自分の動作・行為或いは相手の動作・行為を述

べる時に主語として自分或いは相手がよく省略される。このような場合の主語の省略

は中国語訳としては平家と同じように省略することは可能であるが，多くの場合はや

はり入れた方がよいと,思う。先ず次の用例を見てみよう。

少将のめのとに六条と云ふ女房あり。「〔〕御乳にまゐりはじめて待ひて，忍を乳

の中より抱き挙げ奉り，おほしたてまゐらせてより以来，月日の重なるに随ひて，

〔〕我が身の年の行〈をば歎かずして，君の長大うならせ給事のみよろこび侍ひ，

白地とは恩へども，今年廿一年，離れ参られ侍はず゜……」とて泣く。（巻二少将乞

請ｐ､99）

〔〕に埋める主語「我」は省略されている。次に中国語訳を見てみよう。

少将有一位名日六条的乳啄，地突泣着道：“妾逃宮倣悠的乳母，把悠圦血｢１１抱起，

II11i肯蒜悠，妾圦未汐自己附蒜吋向的流逝年齢増大lm悲１ｌｘ辻，只肋望着慾｣TLH艮大。吋
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同好象一瞬向就辻去了，今年己二十一年了，妾一天也未禺ｦf辻悠。……」

棒線で示しているように訳文には三ケ所主語「妾」を入れている。次に中国の「平
話」の例を見てみよう。

評「閨日：“胡将，休因何檀敢兵来犯失？”何奴将黒答麻亦駕日：“評r~，汝不合

符我与乱呑追栄，更季去百余匹写，宋散手下人兵！吾今奉郎主救命，故来伐汝１，，

(秦井六国平話巻上ｐ,597）

棒線で示しているように主語「体｣，「汝｣，「吾」は省かれていない。次に英訳の場
合を見てみよう。

Hisnurse，alady-in-waitingnamedRokujO，spokeintears．”Ｗｈｅｎｌｆｉｒｓｔｃａｍｅｔｏ

giveyouthebreast，Ｉｔｏｏｋｙｏｕｉｎｍｙａｒｍｓｓｔｒａｉｇｈｔｆｒｏｍｔｈｅｂｌｏｏｄｏｆｔｈｅｗｏｍｂ、Ｉｄｉｄ

ｎｏｔｍｉｎｄａｇｉｎｇａｓｔｈｅｙｅａｒｓａｃｃｕmulated；ＩｗａｓｓｉｍｐｌｙＲｌａｄｔｏｗａｔｃｈｙｏｕｇｒｏｗ・Ｉｔ

ｓｅｅｍｓｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅｔｈａｔｌｈａｖｅａｌｒｅａｄｙｂｅｅｎａｔｙｏｕｒｓｉｄｅ「ortwenty-0neyears、Ｉｔａ]‐

ｗａｙｓｗｏｒｒｉｅｄｍｅｗｈｅｎｙｏｕｓｏｍｕｃｈａｓｃａmehonlelatefromtheRetiredEmperor,ｓｒｅ‐

sidenceortheimperialpalace、Wbatwillhappentoyounow?.，（p､71）

棒線で示しているように主語「Ｉ」は五ケ所も出ている。

（３）平家物語の会話文では敬語がよく使われている。会話文の主語はよく敬語に

よって省略される。このような場合の主語の省略は中国語訳としては主語を入れる必

要がある。先ず次の用例を見てみよう。

法皇の御返事には，「〔〕さなおぽしめされ候そ。〔〕さて渡せ給へぱこそ，

〔〕一の慰みにても候へ。〔〕跡無くおぼしめしならせ給ひなん後は，〔〕何の

畷か候べき。〔〕只愚老がともかくもならん様を御覧じはてさせ給ふくうや候らん」

と遊ばされたりければ，（巻三城南離宮ｐ､200）

〔〕で示している所に入れる主語「主上｣，「愚老」は敬語ではっきりしているの

で省略されている。それでは中国語訳をみてみよう。

法皇夏干道：“靖皇上不要如此乱想。悠在皇位上正是吾唯一的寄托，イ尚若悠辞了皇

位，吾通有何値得寄托。悠庄照看愚老，瓦至吾ｲﾖ天汐止｡”

棒線で示しているように相手の動作・行為も自分の動作・行為も主語が省略されて

いない。次に中国の「平話」の用例を見てみよう。

李牧回，赴王間日：“卿如何不栄旬如之人，与那斯放与失前牧兼？”李牧肩奏曰：

"非臣不朱，何奴之卒不曽侵千本界，致此不朱｡”（秦井六国平話巻上ｐ､595）

棒線で示しているように主語としての相手も自分も省略されていない。

次に英訳の場合を見てみよう。
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ｍＹｏｕｍｕｓｔｄｏｎｏｓｕｃｈｔｈｉｎｇ,”RetiredEn1perorCo-Shirakawaanswered．“Ｍｙｏｎｌｙ

ｈｏｐｅｉｓｉｎｈａｖｉｎｇｙｏｕｔｈｅｒｅａｓEmperor・Ｗｈｅｒｅｃｏｕｌｄｌｌｏｏｋｆｏｒｈｅｌｐｉｆｙｏｕｗｅｒｅｔｏ

ｂｅｃｏｍｅａｍｏｎｋａｎｄｄｒｏｐｏｕｔｏｆｓｉｇｂｔ？Pleasewaituntilyouhavelearnedaｌｌｔｈｅｒｅｉｓｔｏ

ｋｎｏｗａｂｏｕｔｔｈｉｓｏｌｄｍａｎ､sfate.”ＴｈｅＥｍｐｅｒ０ｒｓｈｅｄｂｉｔｔｅｒｔｅａｒｓ，thercp1ypressedto

hisface．（p・'28）

棒線で示しているように主語「you」は四回，も出ている。

３前文の目的語・補語による主語の省略

（１）平家物語では後文の主語は前文の目的語を受けて省略する時がある。このよう

な場合の主語の省略は中国語訳てしては平家と同じように省略できる場合もあれば，

省略できない場合もある。先ず次の用例を見てみよう。

参内の始めより大きなる鞘巻を用意して，束帯のしたにしどけなげにさし,火のほ

のぐらきかたにむかシてやはら｣LhzJnj5cぬき出し，震にひきあてられた'〕けるが，

〔〕余所よりは氷などの様にぞ見えたりける。（巻一殿上闇打ｐ･'5）

〔〕に埋める主語「刀」は棒線部の目的語「此の刀を」を受けて省略されてい

る。この場合は中国語訳も平家物語と同じように省略することができる・見てみよ

う。

忠盛在送宮吋，准各了一把鞘巻腰刀，把乞掛在束帯服下，他面朝火光暗淡的方向，

慢慢地抜出U豊JJ,貼在髪友秀，〔〕友出沐一祥的光。

〔〕に入れる主語「腰刀」は棒線部の目的語「腰刀」を受けて省略されている。

もう一例を見てみよう。

「仲綱」となのシてまゐられたりけるに,此蛇をたふ。給シて，弓場殿をへて，殿

上の小庭に出つつ，(１１真926b責JSj1;,まねいて，「是給はれ」といはれければ，〔〕大

きに頭をふシてにげさりぬ。力及ばで，わが郎等競の瀧口をめして是をたぶ。〔〕
Ｖ、’、グソ、ヘリ、〃Ｌハリ、'

給シてすてて（ん）ＩｆＩ１。（巻凹競ｐ､230）

〔〕に入れる主語は棒線部の「御倉の小舎人を｣，「競の瀧口を」を受けて省略さ

れている。次に中国語訳を見てみよう。

名日ｲ''１姻的武士正好在秀，大原把蛇袷他。仲姻接辻蛇，穿辻弓坊殿，向清凉殿小院

走去，他喚来御合小舎人，悦道：“把亡掌去｡”〔小舎人〕揺揺夫特身就胞了。元奈’
一

便喚来|きＩ己的侍ﾉﾘし党淀口，把蛇姶他，〔党澁に|〕京辻来把扮捧了。
、リ、"、グ､‘、‘、’

〔〕で示している主語は棒線で示している前文の目的語「御倉小舎人｣，「競ii'１

口」を受けて省略しにくく，やはl〕主語を入れた万がよい。次に中国の「平話」を兄
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てみよう。

学究〕U一条E鱗，〔〕呆粗畑倣一快,豹高三尺。（三国志平話巻上ｐ573）

学究妻子又来送版,不ﾘu学究，lul来告与３５３３得知，〔〕即吋将３１錠子等去寺。（三
国志平話巻｣二ｐ,573）

」二の二例では〔〕に入れる主語は棒線で示しているそれぞれの前文の目的語「巨

蝶｣，「公公」を受けて省略されている。

次に英訳の場合を見てみよう。

WbenTadamorienteredthepalace，ｈｅｂｒｏｕＲｈｔａｌｏｎｇａｌａｒｇｅｄａ鴎er、thrustloosely

underhiscourtrobes･Turningtowardaspotwherethelaｍｐ－ｌｉＲｈｔｗａｓｄｉｍ、hedrew

theweaponwithdeliberatioｎａｎｄｈｅｌｄｉｔａｌｏｎｇｓｉｄｅｈｉｓｈｅａｄ、itsbladegleanlinglike

ice．（p､24）

棒線で示しているように英訳では主語は前文の目的語を受けて省略されていない。

（２）平家物語では後文の主語は前文の補語を受けて省略する時がある。このような

場合の主語の省略は中国語訳に於いては普通省略しないのである。次の用例を見てみ

よう。

蔵人の権佐定長，今度の御即位に運乱なく目出き様を厚紙十枚ばかりにしるいて，

入道相国の北の方八条の二位殿へまゐらせたりければ，〔〕咲を含んでぞよるこば

れける。（巻四源氏揃ｐ､215）

〔〕に入れる主語は棒線で示している前文の補語「北の方八条の二位殿へ」を受

けて省略されている。次に中国語訳を見てみよう。

蔵人奴佐定佳将此次登基継位送行得井井有然，無熟肉肉之状，洋畑妃在十張厚紙

上，呈上拾入道相国的夫人八条二位殿。〔夫人〕滿股笑容，十分響悦。

〔〕で示している主語「夫人」は棒線で示している前文の「夫人八条二位殿」を

受けて省略されない方が分かりやすい。次に英訳を見てみよう。

Chamberlain-ProvisionalAssistantCommanderoftheGateGuardsSadanagamadea

detailcdrecordontenvellumsheetsoftheflawlessmannerinwhichtheAccession

Audiencewaspcrlormcd、HepresentedittoKiyompri'swife、thcHachijoNunof

SecondRank，ｗｌｕｒｅｃｅｉｖｃｄｉｔｈａｐｐｉｌｙ､ｈｅｒｆａｃｅｗｒｅａｔｈｅｄｉｎｓmiles・ＢｕｔｔｈｅｓｐｉｒｉｔｏＩ

thctimeswasuneasyinspiteofsuchbrilliantaI1djoyousevents．（pJ35）

棒線で示しているように英訳では主語は省略せずに「who」と訳されている。

（３）平家物語では主語は前文の目的語従属文の主語を受けて省略する場合がある。

このような場合では中国語訳としてはやはI))i【譜を入れた方がよいと思う。次の用例
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を見てみよう。

大宮大納言隆季I111承シて，左史生中原康定が姪'二のツて折節御前を糟とほIりけるを

めして，おりにつかはす。〔〕藤の花を松の枝に付ながらをつてまゐ})たり。（巻四

厳島御幸ｐ､213）

〔〕に入れる主語「中原康定」は棒線で示されている前文の従属文の主語を受け

て省略されている。次に中国語訳を見てみよう。

大宮大納言'ﾘf到皇令后，看到左史生中原康定坐在小船上，正好圦御前｣もり辻。大納言

叫住他，社其去摘花。〔中原康定〕摘了藤花，達同松枝一起献姶皇上。

〔〕で示されているように主語「中原康定」は前文の目的語従属文の主語を受け

て省略しない方がよい。次に英訳の場合を見てみよう。

HEsummoncdMajorCounselorTakasue．．､Havesomeoncpickthoseflowers,”A

DocumentsClerk，NakaharanoYasusada，ｗｈｏhappenedtobepassingina1ighter、

wastoldtofetchthGblossoms・Hebrokethenloffandbroughtthe、ｂａｃｋ，pinebranch

andall．（p､134）

棒線で示しているように英訳では主語「He」が省I略されていない。

Ⅳおわりに

以上，中国語の主語の構造，平家物語の主語の構造，助詞の使い分けと中国語訳，

平家物語に於ける主語の省略と中国語訳・英語訳との比較，さらに中国語の語り物

｢平話」との比較などについて考察してきた。これらの考察を通じて，およそ次のよ

うなことがまとめられよう。

①中国語の主語は判断基準の違いにより，同じ文でも主語として見たり，目的語と

して見たＩ)する。語法上の意味を強調するとらえ方をする場合には主語は目的語の後

に，さらに述語の後に来る場合もあると見る。一方，文の榊造そのものを強調すると

らえ方をする場合には述語の前にあるものは目的語であっても，場所を表わす言葉で

あっても，すべて主語として見る。

②平家物語の主語には主語を示す助詞が省略される場合が沢山ある。この助詞のな

い主語が後に出て来る言葉とくっつくことになる。これをそのまま中国語として見た

り，或いは中国語に訳したＩ）するときには，日本語の構造と中国語の構造がまったく

迷う場合がある。例えば，平家物語では主語・目的語構造であるものは中国語では修

飾語・被修飾語構造となる。
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③平家物語では主語を示す助詞を使いわけにしている。それを中国語に訳す時に

は，その使いわけに対して，中国語訳では対応できる場合もあれば，対応できない場

合もある。例えば，「は」「が」の使いわけなどは中国語では区別することができない

のである。

④主語の省略については平家物語も中国語もよくある現象である。省略するパター

ンに於いて共通する点が多いが，全体から見れば，平家物語の方が中国語より省略の

場合が多いと言えよう。また英訳の場合はほとんど省略しないのである。

注

松下犬三郎氏，三上章氏はこの説を主張する。松下氏の『標準日本語口語法』（昭和５２

勉誠社)。三上氏の『現代Ｈ本語法序誕（1972年，くるしお出版）

山田孝雄氏，時枝誠記氏などはこの説を主張する。山田氏の『日本文法学概論」（1935

年宝文館)，時枝氏の『日本文法口語論』（昭和25年岩波書店）

三上章氏の『現代日本語序説』（1972年くるしお出版）

王カ氏の『中国現代語法』（1954年中華書局）や呂淑湘氏の了語法学習』（1953年青年

出版社）では（乙）の見方をしている。張志公氏の『漢語語法常識』（1953年青年出版

社）や張静氏の『新編現代漢語』（1980年上海教育出版社）や胡裕樹氏の『現代漢語』

(1981年上海教育出版社）などでは（甲）の見方をしている。

｢平話」は宋元時代に成立した語り物。「話本｣，「話本'1､説」とも言うが，歴史をかた

るものは一般的に「平話」という。『宋元平話集』」三・下（1990年上海古籍出版社）は

本稿の比較のテキストとなる。

王カ氏は「語法｣二の主語はロジック上の主語と基本的に一致している」と述べている。

(｢主語的定義及其在漢語中的応用」『語又学習』1956年一期）呂淑湘氏の「中国文法要

綱」（商務印書館1956年）では主語が述語のあとに来る用例をあげている。

主・述・目を示す時には線は主語，線は述語，線は目的語を表わ
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し，主語だけ表わすときには線で示す。

8）胡裕樹氏のア現代漢語』（1981年上海教育出版社）では

東方升起了紅太陽。

去年発生了幾件大事。

這里有一些新書。

北京我没有去過．

棒線部は主語として見る。

張静『新編現代漢語ルヒ（上海教育出版社1980年）参照。
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